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ネサンスの勝利を述べていること、 2 つのRと 2
つのH1からみた歴史の有意味性について等、活発
な議論が交わされた。 3 年計画の科研費共同研究
の締めくくりとして相応しい研究会であった。
1 　Renaissance（ルネサンス）とReformation（宗教改革）、
Hellenism（ヘレニズム）とHebraism（ヘブライズム）の
こと。
（文責：鈴木　幸［すずき・みゆき］聖学院大学基
礎総合教育部ポストドクター）
科学研究費補助金「ラインホールド･ニーバーの宗教・社会・政治思想の研究」第４回研究会
安酸敏眞氏による「ニーバーの
ルネサンス理解の思想史的考察」報告
左上：髙橋義文教授，右下：安酸敏眞教授
